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現

在

の

国

有

林

は

天

然

林

を

大

事

に

し

て

い

る 
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七

月

二

十

八

日

付

け
「

私

の

視

点

」

に

「

天

然

林

伐

採

・

国

民

の

共

有

財

産

を

切

る

な

」
が

あ

り

ま

し

た

。
生

態

学

者

河

野

昭

一

氏

の

、

国

有

林

が

天

然

林

大

伐

採

を

進

め

る

こ

と

を

告

発

す

る

内

容

な

の

で

す

が

、
現

状

誤

認

が

あ

る

よ

う

で

、
高

名

な

学

者

の

論

だ

か

ら

と

鵜

呑

み

に

す

る

と

、
誤

っ

て

理

解

す

る

危

険

性

が

大

き

い

こ

と

を

指

摘

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。 

 

ま

ず

、

天

然

林

と

い

う

用

語

。

こ

れ

を

原

生

林

の

意

味

に

理

解

す

る

人

が

多

い

の

で

す

が

、
林

業

用

語

と

し

て

は

人

工

林

以

外

の

森

林

の

意

味

に

使

わ

れ

ま

す

。
つ

ま

り

原

生

林

は

天

然

林

の

一

部

で

、
わ

が

国

で

は

僅

か

な

比

率

で

す

が

、

勿

論

貴

重

な

森

林

で

す

。 

 

河

野

氏

は

、
国

有

林

独

立

採

算

制

で

生

ま

れ

た

累

積

赤

字

の

解

消

に
「

新

規

借

入

金

な

し

の

収

支

均

衡

」

が

至

上

命

令

と

な

り

、

天

然

林

の

大

伐

採

に

手

を

つ

け

た

、

と

記

し

て

い

ま

す

が

、
こ

れ

は

何

か

の

誤

認

か

と

思

い

ま

す

。
八

八

年

に

環

境

重

視

へ

と

態

勢

転

換

し

た

現

国

有

林

が

、
収

支

均

衡

の

た

め

の

天

然

林

伐

採

と

い

う

短

絡

的

な

発

想

は

考

え

ら

れ

ま

せ

ん

。

実

際

に

、
「

借

入

金

返

済

の

た

め

に

安

易

に

天

然

林

を

伐

採

す

る

考

え

は

な

し

、

事

実

も

な

し

」
が

国

有

林

当

局

の

見

解

で

す

。 

 

次

に

河

野

氏

は

、
日

本

各

地

の

天

然

林

伐

採

現

場

の

例

を

挙

げ

て

森

林

土

壌

の

撹

乱

を

指

摘

さ

れ

て

い

ま

す

が

、
こ

れ

は

六

〇

年

代

か

ら

七

〇

年

代

の

大

伐

採

の

頃

の

イ

メ

ー

ジ

が

強

い

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

現

在

で

は

、

皆

無

と

は

言

え

な

い

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、
そ

の

よ

う

な

例

は

少

な

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。 

ま

た

河

野

氏

は

、
「

伐

採

が

進

む

森

林

は

、
環

境

維

持

機

能

や

生

物

多

様

性

保

全

を

目

指

す

水

土

保

全

林

で

多

く

は

保

安

林

。
そ

し

て

絶

滅

危

惧

の

生

物

調

査

は

な

い

」

と

指

摘

し

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

に

は

少

し

説

明

が

必

要

で

す

。 

〇

一

年

に

「

森

林

林

業

基

本

法

」

が

成

立

し

、

そ

れ

に

伴

っ

て

わ

が

国

の

森

林

を

「

水

土

保

全

林

」
「

森

林

と

人

と

の

共

生

林

」

「

資

源

循

環

利

用

林

」
の

機

能

別

三

区

分

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。
国

有

林

全

体

の

こ

の

三

区

分

面

積

比

率

は

、

こ

の

順

に

六

四

、

二

七

、

九

パ

ー

セ

ン

ト

で

す

。 

国

有

林

の

六

割

以

上

に

及

ぶ

水

土

保

全

林

で

す

が

、
全

て

が

天

然

林

で

は

な

く

、
そ

の

三

分

の

一



 2 

は

人

工

林

で

す

。
水

土

保

全

林

で

は

そ

の

機

能

発

揮

の

た

め

に

必

要

な

森

林

管

理(

手

入

れ)

が

行

わ

れ

ま

す

が

、
そ

の

た

め

に

生

ず

る

木

材

は

当

然

「

伐

採

量

」

と

し

て

計

上

さ

れ

ま

す

。

こ

の

点

は

、

現

制

度

の

十

分

な

説

明

が

不

足

で

誤

解

を

生

ん

で

い

る

と

こ

ろ

で

す

。
誰

し

も

木

材

生

産

は

資

源

循

環

利

用

林

の

み

と

理

解

し

が

ち

で

あ

り

、
水

土

保

全

林

イ

コ

ー

ル

非

木

材

生

産

イ

コ

ー

ル

自

然

度

が

高

い

天

然

林

と

短

絡

し

て

考

え

て

し

ま

う

か

ら

で

す

。 

自

然

度

の

高

い

天

然

林

は

、
こ

の

三

区

分

の

う

ち

の

「

共

生

林

」

に

分

類

さ

れ

て

い

ま

す

。
近

年

設

定

が

進

め

ら

れ

て

来

た

森

林

生

態

系

保

護

地

域

二

七

箇

所

計

四

〇

万

ヘ

ク

タ

ー

ル

を

始

め

、
遺

伝

子

・

植

物

・

動

物

な

ど

の

保

護

林

が

こ

れ

に

属

し

、

設

定

の

際

、

ま

た

そ

の

後

も

必

要

に

応

じ

、
動

植

物

調

査

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。 

さ

て

、

河

野

氏

は

「

わ

ず

か

な

カ

ネ

を

算

段

す

る

の

に

数

百

年

数

千

年

を

生

き

て

き

た

貴

重

な

天

然

林

が

失

わ

れ

、
数

多

く

の

生

物

が

絶

滅

の

瀬

戸

際

に

追

い

詰

め

ら

れ

て

い

る

。
政

策

の

転

換

を

求

め

る

」
と

稿

を

結

ん

で

い

ま

す

。 

貴

重

な

天

然

林

の

保

全

は

重

要

、

同

感

で

す

。

し

か

し

、

環

境

と

森

林

ひ

い

て

は

天

然

林

の

保

全

に

シ

フ

ト

し

て

二

〇

年

を

経

た

現

在

の

国

有

林

で

は

、
こ

の

点

は

ま

ず

ま

ず

処

置

さ

れ

て

き

た

と

見

ら

れ

ま

す

。
問

題

は

現

在

進

行

中

の

行

政

改

革

で

、
こ

こ

で

は

国

有

林

の

環

境

提

供

と

木

材

生

産

の

二

機

能

を

分

割

し

、
木

材

生

産

を

企

業

化

す

る

案

が

有

力

と

聞

い

て

お

り

ま

す

。
そ

う

な

っ

た

時

こ

そ

、
河

野

氏

の

憂

慮

は

ま

さ

に

現

実

の

も

の

と

な

り

、
か

つ

て

の

国

有

林

独

立

採

算

時

代

の

失

敗

を

繰

り

返

え

す

、

と

思

う

の

で

す

。 

  
 


